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３－1　入館者数

郷土博物館　月別入館者数と一日平均入館者数 　　　　　　    ※グラフ 1、2

*1　一日平均入館者数＝入館者数 ÷開館日数で算出

グラフ 1　郷土博物館　月別入館者数と累計入館者数

月 開館
日数 入館者数 内団体入館 一日平均

入館者数 *1
4 月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

23 日
28日
26日
17日
27日
20日
23日
26日
15日
24日
24日
20日
273日

2424 人
4416人
2965人
1746人
2704人
2165人
3150人
3609人
1237人
2089人
3283人
2376人
32164人

4 団体　220人
2団体　320人
6団体　235人
1団体　35人
2団体　41人
3団体　66人
4団体　282人
8団体　412人
3団体　43人
5団体　198人
7団体　332人
9団体　497人

54団体　2681人

105.4 人
157.7 人
114人
102.7 人
100.1 人
108.3 人
137人
138.8 人
82.5 人
87人

136.8 人
118.8 人
117.8 人

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

入館者数月計 2424 4416 2965 1746 2704 2165 3150 3609 1237 2089 3283 2376
入館者数累計 2424

28 26 17 27 20 23 26 15 24 24 20開館日数 23
6840 9805 11551 14255 16420 19570 23179 24416 26505 29788 32164

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

棒
グ
ラ
フ
　
月
別
入
館
者
数
（
人
）

折
れ
線
グ
ラ
フ
　
累
計
入
館
者
数
（
人
）

5,000 35,000
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グラフ 2　郷土博物館　一日平均入館者数

　
　グラフ 3　郷土博物館　平成 3年度～ 26年度　年間入館者数推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

年間入館者数 16,748 20,057 16,758 16,884 27,687 21,903 21,868 18,270 17,602 16,180 15,733 13,684 13,212 13,007 13,652 11,497 22,642 23,977 24,168

H10
年度

H11
年度

H12
年度

H13
年度

H14
年度

H15
年度

H16
年度

H17
年度

H18
年度

H19
年度

H20
年度

H21
年度

H３
年度

H４
年度

H５
年度

H６
年度

H７
年度

H８
年度

H９
年度

年
間
入
館
者
数
（
人
）

H22
年度

28,583
年間開館日数 279 275 278 268 268 276 281 271 279 284 274 275 279 314 305 297 284 231 249 254

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

管
理
運
営

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

管
理
運
営

1日平均入館者数 60.0 72.9 60.3 63.0 103.3 79.4 77.8 67.4 63.1 57.0 57.4 49.8 47.4 41.4 44.8 38.7 79.7 103.8 97.1 112.5

H23
年度

29,868
273
109.4

H24
年度

29,753
269
110.6

H25
年度

31,328
264
118.7

H26
年度

32,164
273
117.8
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180

1日平均入館者数 105.4 157.7 114 102.7 100.1 108.3 137 138.8 82.5 87 136.8 118.8 117.8
開館日数 23 28 26 17 27 20 23 26 15 24 24 20 273

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

月
別
一
日
平
均
入
館
者
数
（
人
）

120
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市民会館　月別貸部屋利用団体数と利用者数　　 市民会館　月別入館者数 *2
　　　　　　　　　　　　　　   ※グラフ 4　　　　　　　　　　　　　　　　    　 ※グラフ 5

*2　月別入館者数は市民会館玄関のカウンタ計測数であり、貸部屋利用者、見学者などを合わせたものである。

グラフ 4　市民会館　貸部屋利用団体数と利用者数
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0

利用者数 1058 1007 959 902 1010 1302 1361 1343 925 911 2038 1052
利用団体数 97 94 94 79 75 102 96 96 82 81 79 91

28 26 26 27 26 27 26 25 24 24 26開館日数 26

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月 開館
日数 利用団体数 利用者数 月 正面玄関

カウンタ数
内玄関
カウンタ数 計

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

26 日
28日
26日
26日
27日
26日
27日
26日
25日
24日
24日
26日
311日

97 団体
94団体
94団体
79団体
75団体
102団体
96団体
96団体
82団体
81団体
79団体
91団体

1066団体

1058 人
1007人
959人
902人
1010人
1302人
1361人
1343人
925人
911人
2038人
1052人
13868人

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

2701 人
3792人
2669人
2274人
2990人
3450人
3797人
2772人
1991人
1890人
3092人
2430人
33848人

1378 人
1492人
1352人
1376人
1400人
1477人
1665人
1561人
1517人
1234人
1111人
1249人
16812人

4079 人
5284人
4021人
3650人
4390人
4927人
5462人
4333人
3508人
3124人
4203人
3679人
50660人

80



グラフ 5　市民会館　月別入館者数

グラフ 6　郷土博物館・市民会館　平成 19年度～ 26年度　年間入館者数推移

年間入館者数
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28 26 26 27 26 27 26 25 24 24 26開館日数 26

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月
別
入
館
者
数
（
人
）

81



３－２　受贈図書一覧 
＜アイヌ文化振興・研究推進機構＞　アイヌの工芸　東北のコレクショ
ンを中心に　Ainu Collections in Tohoku, Northeastern Honshu, Japan
＜浦幌町立博物館＞　紀要　第 14号／年報　第 14号
＜小樽市総合博物館＞　紀要　第 27号
＜札幌市総務局行政部公文書館＞　研究紀要　第 6号
＜市立函館博物館＞　五稜郭築造 150年記念　五稜郭築造と箱館戦争
＜根室市歴史と自然の資料館＞　紀要　第 26号
＜美幌博物館＞　2014 年 3月　博物館　自然講座／館報　2012／研
究報告　第 21号／ボクたちの町にくらす野鳥
＜北海道博物館友の会設立実行委員会＞　北海道の地域住民と博物館を
つなぐミュージアム・エージェント　世話人　育成事業　実施報告書
＜八戸市博物館＞　研究紀要　第 28号／収蔵資料目録　歴史編　8／
年報　第 31号
＜米沢市上杉博物館＞　置賜の山岳信仰
＜稲敷市立歴史民俗資料館＞　館報　第 8号／湯崎遺跡　特別養護老
人ホーム増床工事に伴う発掘調査報告書
＜小美玉市玉里史料館＞　取手山館跡　田木谷上玉里線道路改良工事に
伴う埋蔵文化財発掘調査報告書／館報　第 7号
＜上高津貝塚ふるさと歴史の広場＞　下坂田塙台遺跡・坂田塙台古墳群
／坂田台山古墳群　下坂田中台遺跡　下坂田貝塚　畑地帯総合整備事業
　担い手支援型　坂田地区　埋蔵文化財発掘調査報告書／東谷遺跡　第
1次調査　住宅地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書／下坂田中台遺
跡　坂田地区畑地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書／武
者塚古墳とその時代／年報　第 19号
＜古河歴史博物館＞　年報　Vol.22 ／富士山
＜さしま郷土館ミューズ＞　生誕 150 年　二世　五姓田芳柳　その知
られざる画業
＜土浦市教育委員会＞　下高津小学校遺跡　宅地造成に伴う埋蔵文化財
発掘調査報告書／土浦の石仏　新治地区編
＜土浦市立博物館＞　土浦市史民俗調査報告書　第 1集
＜取手市埋蔵文化財センター＞　大地を切り拓いた人びと　
＜水戸市立博物館＞　館報　第 29号
＜ミュージアムパーク茨城県自然博物館＞ ボランティア 20年のあゆ
み／博物館 20年のあゆみ／友の会 20年のあゆみ／年報　第 20号
＜八千代町歴史民俗資料館＞　黒船来航　菅谷村名主大久保家の情報取集
＜龍ヶ崎市教育委員会＞　林遺跡発掘調査報告書
＜龍ヶ崎市まちづくり・文化財団＞　いまに輝くふるさと龍ヶ崎の先人たち
＜小山市立博物館＞　指定文化財でふりかえる小山の歴史／小山評定と
関ヶ原合戦／館報　30号
＜栃木県立しもつけ風土記の丘資料館＞　しもつけの”埴輪群像”　その
すがたをさぐる
＜栃木県立博物館＞　江戸文人画の彩り　高久靄厓とその師友／研究紀
要　人文　第 31号／調査研究報告書　県内文化財の三次元計測／年報
　第 32号／江戸とつながる川の道　近世下野の水運
＜那須塩原市那須野が原博物館＞　近代シルク物語　日本と那須野が原
を支えた蚕／紀要　第 10号
＜壬生町立歴史民俗資料館＞　DYEING　ELEGANCE　Asian Modernism 
and the Art of Kuboku and Hisako Takaku／幕末動乱　開国から攘夷へ
＜群馬県立歴史博物館＞　紀要　第 35号／増訂　群馬県立歴史博物館
所蔵　中世文書資料集
＜みどり市岩宿博物館＞　石器の変遷と時代の変革　旧石器から縄文石
器へ　予稿集／足尾鉄道全線開通 100 年　わたらせ渓谷鐵道の歴史／
石器が語る時代の変化／平成 25年度　年報／研究紀要　岩宿　第 3号
＜朝霞市博物館＞　岩石・鉱物と大昔のくらし／東洋一を目指して　朝
霞が育てた日本人のゴルフ／研究紀要　第 14号／博物館活用授業実践
事例集Ⅶ
＜春日部市教育委員会＞　江戸川！　新利根川を造った男と分断された
庄内領
＜川口市教育委員会＞　平柳遺跡

＜川越市立博物館＞　絵図で見る川越　空から眺める江戸時代の川越／
没後 300年記念　柳沢吉保とその時代　柳沢文庫伝来の品々を中心に
＜行田市郷土博物館＞　常設展示解説図録／館報　第 17号／忍藩士の
文化／麦の文化誌
＜久喜市立郷土資料館＞　神楽の世界と久喜の歴史・文化／懐かしいふ
るさとの風景　久喜を写した古写真展／発掘！縄文時代のむら　地獄田
遺跡展
＜埼玉県立さきたま史跡の博物館＞　館報　第 9号
＜埼玉県立川の博物館＞　紀要 14号／荒川流域の鉱山と産業　地下資
源の利用と人びとのくらし
＜埼玉県立歴史と民俗の博物館＞　埼玉の夏祭り調査概報Ⅱ／埼玉稲荷
山古墳出土　国宝金錯銘鉄剣復元制作報告書／紀要　第 8号／　にっ
ぽん歴史街道　江戸の街道　絵図でたどる宿場と関所／甦る鉄剣／要覧
　第 9号
＜さいたま市大宮盆栽美術館＞　The Story of Bonsai  　The History of 
Bonsai from ancient times to the present／年報　第 4号／盆栽の物語
　古代から現代まで　盆栽のたどった歴史
＜さいたま市立博物館＞　さいたまの貝塚／健康長寿への心得　江戸時
代の養生と介護
＜さきたま魅力アップ実行委員会＞　埼玉古墳群の謎　東国を治めた古
代豪族
＜サトエ記念美術博物館＞　大津鎭雄　西欧の誘惑・少年時代から辿る
画家の生涯
＜戸田市立図書館・郷土博物館＞　将軍家の鷹場　戸田筋／研究紀要　
第 23・24号
＜飯能市郷土館＞　機屋の挑戦　明治から昭和へ、小槻工場物語／館報
　郷土館のプロフィール　第 10号／収蔵資料目録 6　民俗資料目録 2
＜富士見市立資料館＞　旅するモノたち　物流から探る原始・古代の
人々の動き／田んぼ今昔　耕地改良のあゆみ
＜ふじみ野市立大井郷土資料館＞　地形とくらしのつながり
＜吉川市教育委員会＞　吉川市史　資料編　現代
＜我孫子市教育委員会＞　楚人冠と湖畔吟社／戦に使して　楚人冠が見
た戦時のヨーロッパ／下ヶ戸貝塚Ⅰ　下ヶ戸宮前遺跡発掘調査報告書Ⅰ
／平成 25年度市内遺跡発掘調査報告書
＜市川市文化国際部＞　市史研究いちかわ　第 5号／この街に生きる、
暮らす／下総国戸籍　遺跡編
＜印西市教育委員会＞　印西市の指定文化財／印西市の仏像　印西地域
編／市史編さん講演会記録集第 1集／平成 17年度から平成 24年度　
印西市内遺跡発掘調査報告書
＜浦安市郷土博物館＞　年報　第 12号
＜江戸川大学博物館学芸員資格取得養成課程＞　学芸員資格取得養成課
程年報　Vol．5
＜江戸川の自然環境を考える会＞　川づくりの変遷と江戸川シンポジウ
ム 20年史
＜大原幽学記念館＞　ふるさと歴史マンガ　大原幽学　数学の実践につと
めた農民指導者／国指定史跡　大原幽学遺跡／大原幽学記念館報告　第二号
＜柏市教育委員会＞　郷土　かしわ　地理・歴史編／平成 25年度　柏
市立小・中学校要覧
＜香取市教育委員会＞　香取市内遺跡発掘調査概報 8／千丈が谷遺跡
　経営体育成基盤整備事業府馬地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
＜鎌ヶ谷市郷土資料館＞　鎌ヶ谷市史　上巻　改訂版／市史研究　第27号
＜鴨川市教育委員会＞　わたしたちの鴨川市　歴史編
＜木更津市郷土博物館金のすず＞　金鈴塚古墳研究　第 2号
＜キッコーマン国際食文化研究センター＞ 流山白味醂200周年記念誌
＜君津市立久留里城址資料館＞　年報　34
＜国立歴史民俗博物館＞　弥生ってなに？！／歴史にみる震災／文字が
つなぐ　古代の日本列島と朝鮮半島／年報　10／研究報告　第 181～
187 集／要覧　2014 年度／国立歴史民俗博物館三十年史／歴博　第
183～ 185集
＜古文書講読会　柏古文研＞　古文書にみる柏歴史研究会　会誌第一号
　浅間嶽一件
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＜佐倉市立美術館＞　フィレンツェ　ピッティ宮近代美術館コレクショ
ン　トスカーナと近代絵画／荒谷直之介展　人へのまなざし／浅井忠と
京都の弟子たち／小堀進　水彩画展
＜山武市教育委員会＞　斎藤信夫童謡集・夢のお馬車
＜芝山町教育委員会＞　小池麻生遺跡　庚申前 2512-1 地点　権現遺
跡　316-4 地点
＜淑徳大学アーカイブズ＞　鵜の森の記憶　大巌寺周辺地域の明治・大
正・昭和
＜城西国際大学水田美術館＞　九十九里浜の網主文化　齋藤滄洲と文人
の交遊／年報　第 11号
＜市立市川考古博物館＞　古代の村・ムラ　戸籍と遺跡／館報　第
40・41号
＜市立市川自然博物館＞　年報　Ｎo.24
＜市立市川歴史博物館＞　平成 23年度・平成 24年度　館報
＜白井市郷土資料館＞　歴史をひもとく資料たち／年報　11号
＜館山市教育委員会＞　国史跡　里見氏城跡　稲村城跡保存管理計画書
＜館山市立博物館＞　30年のあゆみ／新　地区展　vol.2　那古　いに
しえの里と観音さまの町／安房の干鰯　いわしと暮らす、いわしでつな
がる／里見氏の遺産・城下町館山
＜千葉銀行＞　千葉銀行 70年史
＜千葉県教育庁教育振興部文化財課＞　印西市木橋第 2遺跡　2　一般
国道 464号北千葉道路事業埋蔵文化財発掘調査報告書／八街市柳沢牧
大木境野馬土手　主要地方道成東酒々井線道路改良事業埋蔵文化財発掘
調査報告書／東金市玉崎神社裏横穴群　2　東金市田間 2地区土砂災害
防止事業埋蔵文化財発掘調査報告書
＜千葉県生涯大学　東葛飾学園　社会専攻科　日光東住還調査隊＞　日
光東住還　関宿通多功道を訪ねて　陸運（人・馬）と水運（舟）の関わり
＜千葉県神社庁「房総の伊勢信仰」企画委員会＞　房総の伊勢信仰　第六
十二回神宮式年遷宮奉祝
＜千葉県博物館協会＞　ＭＵＳＥＵＭ　ちば　第 43号
＜千葉県博物館資料救済体系構築実行委員会＞　平成 25年度文化庁地
域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業　千葉県博物館資料
救済ネットワークの構築に向けて　博物館収蔵資料を次世代に引き継ぐ
システム構築報告書
＜千葉県文書館＞　収蔵文書目録第 27集／千葉県の文書館　第 19号
／洋風建築にみる明治の千葉県
＜千葉県無形民俗文化財連絡協議会＞　平成 25年度　千葉県指定無形
民俗文化財　安房やわたんまち
＜千葉県立関宿城博物館＞　研究報告　第 18号／通運丸で結ばれた関
宿・野田・流山　海運へのターニングポイント
＜千葉県立房総のむら＞　下総名所めぐりⅠ／史跡整備と活用報告書　
史跡龍角寺古墳群・岩屋古墳の活用に向けて／年報　28／もめん　房
総の木綿文化
＜千葉市美術館＞　採蓮　第 17号
＜千葉市教育委員会＞　埋蔵文化財調査　市内遺跡　報告書　平成 21
年度～平成 24年度
＜千葉市立郷土博物館＞　研究紀要　第 20号
＜東京成徳大学人文学部日本伝統文化学科房総地域文化研究プロジェク
ト＞　房総を学ぶ６
＜東邦考古学研究会＞　東邦考古　第 38号
＜利根運河の生態系を守る会　植物調査チーム＞　野田市江川地区植生
調査報告書
＜利根川文化研究会＞　利根川文化研究　37
＜流山市教育委員会＞　平成 22年度流山市市内遺跡発掘調査報告書／
向下遺跡　野々下元木戸遺跡　第 4次調査　宅地造成事業に伴う埋蔵
文化財発掘調査
＜流山市立博物館＞　調査研究報告書 29／市史研究　第 22号
＜流山市立博物館友の会＞　会報　におどり　第 101号
＜成田市教育委員会＞　成田市の文化財　第 44、45集／平成 24、25
年度　成田市内遺跡発掘調査報告書
＜成田山文化財団＞　年報　第 5号

＜野田市教育委員会＞　文協要覧　2014
＜野田青年会議所＞　創立 40周年記念誌
＜野田川柳会＞　ひばり笛　野田川柳会創立五周年記念合同句文集
＜野田地方史懇話会＞　かつしか台地　47号
＜野田文学会＞　野田文学　第 2次　第 15号　通巻 54号
＜船橋市郷土資料館＞　地域研究資料 6／平成 24年度　年報
＜船橋市飛ノ台史跡公園博物館＞　みゅーじあむ・船橋　創刊号、第 2
号／紀要　第 11号／縄文土器のふしぎ Let’s　enjoy JOMON！
＜ふるさと工房＞　まじめにやってきてよかった　古谷政勝の商人人生
＜松戸史談会＞　松戸史談　第 54号
＜松戸市立博物館＞　紀要　第 21 号／調査報告書　5／年報　第 21
号／ Plastic?Plastic! 高度経済成長とプラスチック
＜八千代市立郷土博物館＞　館報　No.20
＜横芝光町教育委員会＞　祈りの絵画　横芝光町の絵馬／考古資料で見
る横芝光町の歴史 3　奈良・平安時代
＜四街道市教育委員会＞　四街道の歴史　第 9号／平成 24年度　四街
道市内遺跡発掘調査報告書
＜和洋女子大学文化資料館・博物館学課程＞　国府台  18 号
＜足立区地域のちから推進部＞　紀要　第 35号／浮世絵展　タテモノ
とマチナミ　絵師たちの挑んだ時代と空間／あだち物流のひみつ　モノ
を運ぶ歴史と文化
＜跡見学園女子大学＞　学術年報　2012年度
＜板橋区教育委員会＞　志村遺跡第 8地点発掘調査報告書　前野町三
丁目 50番地点／志村坂上遺跡Ｂ地点第 2次調査　発掘調査報告書／舟
渡遺跡第 14地点発掘調査報告書　舟渡二丁目 6番 2号地点／歴史民
俗研究 第 11輯
＜Acube＞　東京都　板橋区　根ノ上西方遺跡第 2地点
＜大田区立郷土博物館＞　紀要　第 20号／馬込文士村　あの頃、馬込
は笑いに充ちていた
＜葛飾区郷土と天文の博物館＞　可豆思賀ＫＡＴＳＵＳＨＩＫＡ5／葛
西城址・青戸御殿／葛飾探検団　かつしか街歩きアーカイブスＰａｒｔ
2／日本刀の美と技　葛飾の名工たち
＜北区教育委員会＞　研究報告　第16号／岳人冠松次郎と学芸官中田俊
造　戦前期における文部省山岳映画／名所物語　浮世絵にみる北区の近代
＜共和開発株式会社＞　東京都板橋区　舟渡遺跡第 13地点発掘調査報
告書　舟渡一丁目 19番地点
＜國學院大學学術資料センター＞　学術資料研究報告　第 30輯
＜國學院大學博物館学研究室＞　院友学芸員　№7／紀要　第 38輯
＜駒澤大学禅文化歴史博物館＞　震災と復興建築　大正時代の駒澤大学
＜実践女子大学博物館学課程＞　MUSEOLOGY　No.33
＜品川区立品川歴史館＞　品川から世界へ　サムライ海を渡る　幕末明
治の日本と外交使節団
＜渋沢史料館＞　実業家たちのおもてなし　渋沢栄一と帝国ホテル／渋
沢研究　第 27号／商人の輿論をつくる！　渋谷栄一と東京商法会議所
＜昭和館＞　昭和のくらし研究　第 12号／館報　第 15号／夢と希望
と困難と　昭和の働く女性／山梨　茅ヶ岳山麓における縄文時代中期文
化の盛衰　山梨県北杜市諏訪原遺跡の発掘調査成果を中心に／学生と共
に歩んだ近代文庫　雑誌を中心として／昭和女子大学光葉博物館コレク
ション　日本の郷土玩具Ⅰ　木
＜杉並区教育委員会事務局生涯学習推進課＞　年報　平成 24年度版　
　紀要　第 21号／東京オリンピック・パラリンピック 50周年記念／
いのちの証　書くこと、家族、杉並
＜スクールパートナーズ高校生新聞事業部＞　第 9回　地域の伝承文
化に学ぶ　コンテスト入賞作品集
＜浅草寺＞　浅草寺　佛教文化講座　第 58集
＜大正大学博物館学芸員課程＞　けやき　年報　第 18号　
＜台東区教育委員会＞　台東区の絵巻 2　榧寺縁起絵巻／天王寺の版木
／武蔵国下谷地名考・豊島郡浅草地名考
＜たばこと塩の博物館＞　年報　29号
＜調布市郷土博物館＞　橘屋一家のモノ語り
＜東京家政学院生活文化博物館＞　40年ぶりに目覚めたオートクチュール
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　Ｐ. カルダンとＥ. ウンガロ／年報　第 22号
＜東京家政大学博物館＞　館報　Ｎｏ.61 ／紀要　第１ 9集
＜東京都江戸東京博物館＞ ＮＥＷＳ　Vol.88 ／調査報告書　第 28集
／紀要 第 4号
＜東京都三多摩公立博物館協議会＞　ミュージアム多摩　№35
＜東武博物館＞　東武鉄道創立 110周年記念　東武の車両　10年の歩
み　写真集　1997-2007
＜日本文化財保護協会＞　飛天　平成 26年会報
＜練馬区立石神井公園ふるさと文化館＞　型紙の美　武蔵大学蔵　朝田
家型紙コレクション　幕末から明治の染の世界／江戸の食文化／富士山
　江戸・東京と練馬の富士／年報　平成 22・23・24年度　
＜パルテノン多摩／多摩市文化振興財団＞ 研究紀要　第 12号／みゆ
きのあと　明治天皇と多摩
＜美術出版社＞　浮世絵に見る　江戸の食卓
＜府中市郷土の森博物館＞　紀要　第27号／市内家分け古文書目録　16
＜物流博物館＞　追憶・西関東の鉄道貨物輸送　鉄道貨物研究家・渡辺
一策のフィールドノートから
＜文京区ふるさと歴史館＞　年報　第 17号
＜法政大学資格課程＞　年報　Vol.1 ～ 3
＜港区立港郷土資料館＞　研究紀要　16　平成 25年度／館報　32／
後久洋家具店製作家具図面集
＜武蔵野美術大学　美術館・図書館　民俗資料室＞　デザインの原像と
しての民具Ⅱ　竹が生み出すかたち　竹の多様性と民具
＜明治大学学芸員養成課程＞　Museoligist　29／Museum Study　25
＜明治大学校地内遺跡調査団＞　年報　9
＜明治大学博物館＞　天平の華　東大寺と国分寺／藩領と江戸藩邸　内
藤家文書の描く磐城平、延岡、江戸／年報　2013年度
＜山川出版社＞　詳説日本史
＜立教大学　学校・社会教育講座＞　MOUSEION　№59
＜歴研＞　歴史研究　第 624号
＜神奈川県立歴史博物館＞　研究報告　人文科学　第 40号
＜川崎市市民ミュージアム＞　カワサキ・シティ　日本を牽引する街／
近代川﨑人物伝／日清・日露戦争とメディア／二ヶ領用水竣工 400 年
記念　二ヶ領用水ものがたり
＜首都圏形成史研究会＞　年報　首都圏史研究　第 3号
＜日本漫画博物館まんが寺＞　笑誌　まんが寺／筆塚に語る　なつかし
の漫画家　秘帖
＜平塚市博物館＞　水と生きる里　金目の風土とその魅力／平塚市文化
財展　真田・北金目遺跡群／平塚の石仏　3058 の祈りと願い／研究報
告　自然と文化　第 37号／年報　第 37号
＜横須賀市自然・人文博物館＞　研究報告 自然科学　第 61 号／資料
集　第 38号／館報　 第 61号
＜横浜市歴史博物館＞　ハマの東海道／紀要　第 18号／資料目録　第
22集／調査研究報告書　第 10号／絵巻でみる事件　百姓一揆絵巻　
火事図巻／水へのいのり　古代東国の川辺と井戸のまつり／佐久間象山
と横浜　海防、開港、そして人間・象山／昔のくらしと年中行事　ちょっ
とむかしのよこはま／読んで・調べて・記録する　春夏秋冬くらしの行
事を調べてみよう／博物館ってなぁ～に？　博物館をもっと知るための
マナーブック／文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支
援事業　平成 25年度　学校内歴史資料室を活用した博物館デビュー支
援事業　年報／保土ヶ谷宿脇本陣藤屋資料集
＜長岡市立科学博物館＞　館報　No.98 ／研究報告　第 49号
＜新潟県立歴史博物館＞　研究紀要　第 15号／収蔵資料目録　考古資
料Ⅱ　神林昭一コレクション
＜北杜市郷土資料館＞　忘るな、北杜の災害記憶　ほくと、もっと知り
たい！　BOOKLET 16
＜長野市立博物館＞　山村に生きた武将たち　東の真田　西の大日方／
紀要　第 15号　自然系／紀要　第 15号　人文系／収蔵資料目録　歴
史 14、15
＜松代文化施設等管理事務所＞　こども　松代みて歩き　松代の民話／
松代　27号／松代藩の国絵図　城下絵図　町絵図／収蔵品目録　真田

家旧蔵資料目録　茶器
＜松本市立博物館＞　学都松本の礎　近世・近代、学びの場／戦争と平
和展　近代都市・松本　戦争と軍隊、その遺産／松本城下町の繁栄・祈
り・信仰　天神様 400年／年報　2012
＜碌山美術館＞　館報　第 34号
＜みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム＞　年報　Vol.14 ／
ミュージアムフォーラム　文化遺産と市民　その関わり合いを考える　
資料集／美濃加茂ふるさとファイルNo.16　佐野一彦の伊深日記／紀
要　第 13集／平成 26年度の活用にむけて　活用の手引き・活用実践
集　平成 25年度版
＜静岡市立芹沢銈介美術館＞　芹沢銈介没後 30年記念　50の作品で
たどる芹沢銈介 88年の軌跡／柳宗悦と芹沢銈介　美と暮らしがとけあ
う世界へ
＜静岡市立登呂博物館＞　縄文そして登呂　八ヶ岳山麓から駿河湾まで
＜沼津市歴史民俗資料館＞　紀要　38
＜浜松市博物館＞　初山宝林寺開創 350 年記念　浜松にもたらされた
黄檗文化
＜安城市歴史博物館＞　安城ゆかりの大名　時代を駆け抜けた武将　加
藤嘉明／年報　第23号／龍燈の湖　油ヶ淵の過去・現在・そして未来へ
＜新城市立鳳来寺山自然科学博物館＞　新城市の自然誌　昆虫　動物編
／館報　第 43号
＜田原市博物館＞  渥美線　渥美半島と外界をつなぐ鉄路の物語
＜田原市教育委員会＞　田原の文化　第 40号
＜南山大学人類学博物館＞　紀要　第 32号
＜半田市立博物館＞　年報・紀要　平成 24年度
＜野洲市歴史民俗博物館＞　紀要　第 17号　
＜楽浪文化財修理所＞　文化財修理報告書　VOL.12　2014
＜栗東歴史民俗博物館＞　紀要　第 20号
＜亀岡市文化資料館＞　ふるさとの名品　指定文化財の世界／ふるさと
亀岡をつづる　福地正温の足跡
＜立命館大学国際平和ミュージアム＞　かもがわブックレット 195／
紀要　第 15号 
＜大阪歴史博物館＞　年報　平成 25年度
＜柏原市立歴史資料館＞　縄文から弥生へ　船橋遺跡の縄文絵画土器が
語るもの／古文書調査報告書　第 9集／館報　26
＜八尾市立歴史民俗資料館＞  高安群の総合的研究／館報　平成 25年
度 　研究紀要　第 25号／変わる寺内町像　発掘調査の成果から／歴
史都市八尾プロジェクト報告書
＜播磨町郷土資料館＞　ジョセフ・ヒコ新聞発行150周年プレ・イヤー
特別展　ヒコの新聞と錦絵新聞／ヒコの生涯と新聞史／館報　25
＜元興寺文化財研究所＞　研究報告　2013
＜奈良県立民俗博物館＞　私がとらえた　大和の民俗
＜大田市教育委員会　教育部石見銀山課＞ 旧大住家住宅地点・昆布山
谷地区・石銀地区／昆布山谷地区／石見銀山遺跡発掘調査報告書Ⅲ
＜石見交通株式会社＞　石見銀山世界遺産センター　2012年報
＜津山郷土博物館＞　紀要　第 28号／年報　平成 25年度／津山の商
家が伝えた文人画　広瀬台山と飯塚竹斎　苅田家コレクションより
＜下関市立考古博物館＞　研究紀要　第 18号
＜徳島市立徳島城博物館＞　ひな人形の世界 11／英雄幻想　館蔵浮世
絵展Ⅱ／四国の大名　その美と心／年報　第 22号／徳島新聞社寄贈資
料展　人形芝居の幕が開く　阿波木偶名品展／描かれた祈り　奥深き絵
馬の魅力／珉平焼と蜂須賀家
＜筑紫野市歴史博物館＞　年報　12、13
＜福岡市経済観光文化局　埋蔵文化財センター＞　年報　第 32号
＜福岡市博物館＞　年報　20／紀要　第 23号／収蔵品目録　28
＜熊本市立熊本博物館＞　館報　№.26

＜個人＞発行者以外が寄贈者の場合、（　）に記した
( 金出ミチル )『大多喜町役場　庁舎の歴史と再生』／金山喜昭『キャリア
デザイン学への招待　研究と教育実践』／ ( 柄澤保彦 )『しらべて見よう
　野田の自然』／須賀田省一『野田の文学・野田争議』／高崎哲郎『国際人
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・加納久朗の生涯』／（田中勝美）『千葉県の保護上重要な野生生物 　千
葉県レッドデータブック　動物編　2011 年改訂版』『千葉県の保護上重
要な野生生物　千葉県レッドデータブック　動物編』『常盤松御用邸の動
植物相』『茨城県自然博物館研究報告　第 16号 平成 25年度』／都筑義
一『風刺漫画書籍』／ (戸辺好郎 )『明治後期の野田における社会教育活動
研究　道徳団体日本弘道会野田支会を中心として』／森征男『鐔　つば　
現代に甦る日本の意匠』／ ( 山本鉱太郎 )『東葛流山研究　第 31号　楽
しい東葛歳時記事典』『東葛流山研究　第 32号　楽しい東葛いしぶみ事
典』／（渡部一善）『庄内おばこと仲間たち　酒田の土人形　鵜渡川原人
形』『本家の土人形　鵜渡川原人形』『しょうない　鵜渡川原　にんぎょ
う』

85



３－３　施設の概要

《野田市郷土博物館》
○所在地　　　　　　　　野田市野田 370 番地の 8
○施設概要
　①敷地面積　　　　　　5,057.21 ㎡（含野田市市民会館敷地）
　　　　　　　　　　　　　※その他隣接地（野田市野田 383 番地の 6）に駐車場 970.28 ㎡有り
　②建物の構造　　　　　鉄筋コンクリート 2階建
　③延床面積　　　　　　379 ㎡
　④その他付属建物　　　事務室（軽量鉄骨 2階建 33㎡）、学芸員室（木造瓦葺平屋 45㎡）、
　　　　　　　　　　　　屋外便所（木造瓦葺平屋 25㎡）、資料保管倉庫（木造瓦葺平屋 99㎡）
　⑤別施設　　　　　　　上花輪資料保管庫（軽量鉄骨 2階建 216 ㎡）
　　　　　　　　　　　　　※所在地　野田市野田 849 番地
　⑥所蔵資料点数　　　　22,907 点（平成 27年 3月現在）
　⑦資料台帳登録件数　　8,993 件

《野田市市民会館》
○所在地　　　　　　　　野田市野田 370 番地の 8
○施設概要
　①建物の構造　　　　　木造瓦葺平屋
　②延床面積　　　　　　618 ㎡
　③主要施設　　　　　　和室 10畳 2室、和室 8畳 4室、和室 6畳 2室、和室 4畳半 1室、
　　　　　　　　　　　　和室 4畳 1室、板の間約 16畳 1室他
　④その他付属建物　　　茶室 26.19 ㎡（松樹庵）
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３－４　条例・規則等

　　○野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
平成18年 12月 25日
野田市条例第48号

　野田市郷土博物館設置条例 ( 昭和 33年野田市条例第 13号 ) の全部
を改正する。
　（設置）
第 1条　本市は、市民が自ら行う郷土の歴史、文化等の学習及び調査
　研究を支援するとともに、生涯学習のための市民相互の交流の場を創
　出し、もって市民の教養、学術及び文化の向上に寄与することを目的
　として、博物館法（昭和 26年法律第 285 号）の規定に基づき、野田
　市郷土博物館（以下「博物館」という。）を設置する。
　（位置）
第2条　博物館の位置は、野田市野田 370番地の 8とする。
　（開館時間等）
第3条　博物館の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定める。
　（事業）
第4条　博物館においては、次に掲げる事業を行う。
　（1）　歴史、文化等に係る調査研究、資料の整備及び情報の市民に対
　　　する提供を行うこと。
　（2）　歴史、文化等に係る資料の展示を行うこと。
　（3）　観察会、講習会その他の生涯学習のための市民相互の交流を促
　　　進する事業を行うこと。
　（4）　自主的な調査又は研究を行う団体の育成を図ること。
　（5）　その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を行う
　　　こと。
（指定管理者の業務）
第 5 条　次に掲げる博物館の管理に関する業務は、地方自治法（昭和
　22年法律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同
　項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。
　（1）　博物館の利用に関する業務
　（2）　前条に掲げる事業に関する業務
　（3）　博物館の施設及び設備の維持管理に関する業務
　（4）　その他教育委員会が定める業務
　（平 21条例 8・一部改正）
第6条から第8条まで　削除
　（平 21条例 8）
　（利用の制限）
第 9条　指定管理者は、博物館の管理上支障があると認められるとき
　は、博物館及びその保管する歴史、文化等に係る資料の利用を制限す
　ることができる。
　（利用料金等）
第 10条　博物館の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）は、無料
　とする。ただし、指定管理者が期間を定めて特別な展示を行う場合で
　教育委員会が必要と認めたときは、博物館に入館しようとする者は、
　利用料金を指定管理者に納付しなければならない。
2　利用料金は、指定管理者の収入とする。
3　利用料金の額は、500円の範囲内において、指定管理者が教育委員
　会の承認を得て定めるものとする。
4　教育委員会は、前項の承認をしたときは、その旨及び利用料金の額
　を告示するものとする。
　（委任）
第11条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この条例は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市郷土博物館の設置及び管理に関する
　条例（以下この項において「新条例」という。）第 5条第 2項から第 4項

　まで及び第 8条の規定による指定管理者の指定に関し必要な手続そ
　の他の行為は、この条例の施行前においても、新条例の例によりする
　ことができる。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市条例第 8号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行前に第 1条から第 14条までの規定による改正前の
　それぞれの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であっ
　て、野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成
　21年野田市条例第 7号。以下この項において「指定管理者条例」とい
　う。）の規定に相当の規定があるものは、指定管理者条例の相当の規定
　によってしたものとみなす。
3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対す
　る業務報告の聴取については、なお従前の例による。

　　○野田市市民会館の設置及び管理に関する条例
平成18年 12月 25日
野田市条例第47号

　野田市市民会館条例（昭和31年野田市条例第19号）の全部を改正する。
　（設置）
第1条　本市は、豊かな人間性の育成及び市民文化の高揚を図るため、
　市民相互の交流と伝統文化等の学習の場を創出し、もって市民の教養
　及び文化の向上に寄与することを目的として、野田市市民会館（以下
　「市民会館」という。）を設置する。
　（位置）
第2条　市民会館の位置は、野田市野田 370番地の 8とする。
　（管理）
第 3条　市民会館の管理は、市長と教育委員会との協議に基づく委任
　により教育委員会が行う。
　（開館時間等）
第4条　市民会館の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定める。
　（事業）
第5条　市民会館においては、次に掲げる事業を行う。
　（1）　講習会その他の市民相互の交流を促進する事業を行うこと。
　（2）　伝統文化の伝承のための事業及び体験学習を行うこと。
　（3）　その他市民会館の設置の目的を達成するために必要な事業を行
　　　うこと。
　（指定管理者の業務）
第6条　次に掲げる市民会館の管理に関する業務は、地方自治法（昭和
　22年法律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同
　項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。
　（1）　市民会館の利用に関する業務
　（2）　前条に掲げる事業に関する業務
　（3）　市民会館の施設及び設備の維持管理に関する業務
　（4）　その他教育委員会が定める業務
　（平 21条例 8・一部改正）
第7条から第9条まで　削除
　（平 21条例 8）
　（利用の許可）
第10条　市民会館を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の
　許可を受けなければならない。利用の許可に係る事項を変更しようと
　するときも同様とする。
2　指定管理者は、前項の許可をする場合には、市民会館の管理上必要
　な条件を付することができる。
　（利用の制限）
第11条　指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する場合には、市
　民会館の利用の許可を取り消し、又は許可しないことができる。
　（1）　公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認め
　　　られるとき。
　（2）　市民会館の設置目的に反すると認められるとき。
　（3）　その他市民会館の管理上支障があると認められるとき。
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　（利用料金等）
第12条　第 10条第 1項の規定により市民会館の利用の許可を受けた
　者（以下「利用者」という。）は、直ちに施設の利用に係る料金（以下「利
　用料金」という。）を指定管理者に納付しなければならない。
2　利用料金は、指定管理者の収入とする。
3　利用料金の額は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者が
　教育委員会の承認を得て定めるものとする。
4　教育委員会は、前項の承認をしたときは、その旨及び利用料金の額
　を告示するものとする。
　（利用料金の減免）
第13条　指定管理者は、教育委員会規則で定める基準により、利用料
　金を減免することができる。
　（利用料金の還付）
第14条　既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者が特別
　の理由があると認めたときは、この限りでない。
　（原状回復の義務）
第15条　利用者は、施設等の利用が終わったときは、直ちにこれを原
　状に復さなければならない。
2　利用者が前項に規定する義務を履行しないときは、指定管理者がこ
　れを執行し、これに要した費用は利用者の負担とする。
　（広告及び販売行為等の禁止）
第16条　利用者は、市民会館の施設等において広告の掲示、物品の販
　売、入場料又は観覧料の徴収その他これに類する行為をしてはならな
　い。ただし、教育委員会が必要と認めた場合は、この限りでない。
　（委任）
第17条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この条例は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市市民会館の設置及び管理に関する条
　例（以下この項において「新条例」という。）第 6条第 2項から第 4項ま
　で及び第 9条の規定による指定管理者の指定に関し必要な手続その
　他の行為は、この条例の施行前においても、新条例の例によりするこ
　とができる。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市条例第 8号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行前に第 1条から第 14条までの規定による改正前の
　それぞれの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であっ
　て、野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成
　21年野田市条例第 7号。以下この項において「指定管理者条例」とい
　う。）の規定に相当の規定があるものは、指定管理者条例の相当の規定
　によってしたものとみなす。
3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対す
　る業務報告の聴取については、なお従前の例による。
　　　　附　則（平成 21年 9月 30日野田市条例第 29号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 22年 1月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、平成 21年 11月 1日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市市民会館の設置及び管理に関する条
　例第 12条の規定による野田市市民会館の利用料金等に関し必要な手
　続その他の行為は、同条の規定の例により、この条例の施行前におい
　ても行うことができる。
　　　　附　則（平成 25年 12月 27日野田市条例第 40号抄）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 26年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行の日 ( 以下「施行日」という。) 前にこの条例による改
　正前の次に掲げる条例の規定によりなされた許可に係る使用料及び利
　用料金については、なお従前の例による。

　(1) から (7) まで　略
　(8)　野田市市民会館の設置及び管理に関する条例
別表（第 12条第 3項）
　　　　（平 21条例 29・平 25条例 40・一部改正）

　備考　市内に住所を有しない利用者に係る利用料金の額は、上記の表
　　に定める額の 2倍の額とする。

　　○野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例施行規則
平成18年 12月 28日

野田市教育委員会規則第19号

　野田市郷土博物館規則（昭和 34年野田市教育委員会規則第 1号）の全
部を改正する。
　（趣旨）
第 1条　この規則は、野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
　（平成 18年野田市条例第 48号。以下「条例」という。）の施行に関し必
　要な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第2条　野田市郷土博物館（以下「博物館」という。）の開館時間は、午前
　9時から午後 5時までとする。ただし、あらかじめ指定管理者が教育
　長の承認を得たときは、これを変更することができる。
　（休館日）
第3条　博物館の休館日は、次のとおりとする。ただし、あらかじめ指
　定管理者が教育長の承認を得たときは、臨時に休館し、又は開館する
　ことができる。
　（1）　火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第
　　　178号）に規定する休日に当たるときを除く。）
　（2)　12月 29日から翌年の 1月 3日までの日
　（平 19教委規則 16・一部改正）
　（館外利用）
第 4条　指定管理者は、別に定めるところによりその保管する資料を
　学校その他の教育機関等が利用する場合は、館外において利用させる
　ことができる。
2　前項の規定にかかわらず、教育長が指定する資料は、館外において
　利用することができない。
　（資料の寄贈）
第5条　教育長は、資料の寄贈を受けることができる。
2　資料を寄贈しようとする者は、野田市郷土博物館寄贈申込書（別記
　第 1号様式）を教育長に提出し、その承諾を受けなければならない。
3　教育長は、前項の承諾をしたときは、資料と引き換えに受領書（別
　記第 2号様式）を交付するものとする。
　（資料の寄託）
第6条　教育長は、資料の寄託を受けることができる。
2　資料を寄託しようとする者は、野田市郷土博物館寄託申込書（別記
　第 3号様式）を教育長に提出し、その承諾を受けなければならない。
3　教育長は、前項の承諾をしたときは、資料と引き換えに受託書（別
　記第 4号様式）を交付するものとする。

室名等＼区分 午前9時から午後5時
まで1時間につき

午後5時から午後9時
まで1時間につき

松の間

竹の間

梅の間

柳の間

楓の間

藤の間

桃の間

月の間

雪の間

菊の間

松樹庵（茶室）

200 円

170 円

130 円

60 円

100 円

100 円

60 円

170 円

100 円

170 円

340 円

230 円

170 円

130 円

170 円

170 円

100 円

230 円

170 円

230 円

690 円
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4　寄託は、無償とする。
5　指定管理者は、第 1項の規定により寄託を受けた資料を博物館所蔵
　の資料と同一の注意をもって管理しなければならない。
6　寄託された資料が災害その他避けられない事故により損害を生じた
　ときは、教育長及び指定管理者はその責めを負わない。
　（費用）
第 7条　教育長は、資料の寄贈若しくは寄託を受けるため、又は寄託
　を受けた資料を返還するために要する費用の全部又は一部を負担する
　ことができる。
　（一時的な借用）
第 8条　指定管理者は、展示その他博物館の運営上必要があると認め
　たときは、あらかじめ教育長の承認を得て、博物館以外が保管する資
　料を一時的に借用することができる。
　（利用者の遵守事項）
第9条　利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。
　（1）　施設を損傷し、又は汚損しないこと。
　（2）　指定管理者の許可なく資料に触れないこと。
　（3）　騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及
　　　ぼす行為をしないこと。
　（4）　前 3号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為を
　　　しないこと。
第10条　削除
　（平 21教委規則 2）
　（指定申請書等）
第11条　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
　（平成 21年野田市条例第 7号。以下「手続条例」という。）第 3条の申
　請書は、野田市郷土博物館指定管理者指定申請書（別記第 5号様式）
　とする。
2　手続条例第 3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおり
　とする。
　（1）　定款、規約その他これらに類する書類
　（2）　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書
　（3）　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報
　　　告書
　（4）　当該施設の管理に関する業務の収支予算書
　（5）　その他教育委員会が必要と認める書類
　（平 20教委規則 6・平 21教委規則 2・一部改正）
　（選定等の通知）
第 12条　教育委員会は、手続条例第 4条の規定による審査をしたと
　きは、その結果を野田市郷土博物館指定管理者選定結果通知書（別記
　第 6号様式）により通知するものとする。
2　教育委員会は、手続条例第 5条の規定により指定管理者を指定した
　ときは、野田市郷土博物館指定管理者指定通知書（別記第 7号様式）
　により通知するものとする。
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（業務報告書の記載事項）
第13条　手続条例第 10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載
　しなければならない。
　（1）　博物館の管理の実施状況及び利用状況
　（2）　博物館の管理に係る経費の収支状況
　（3）　前2号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認めた事項
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（委任）
第14条　この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この規則は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施
　行前においても、第 10条から第 12条までの規定の例によりするも
　のとする。
　（野田市郷土博物館協議会運営規則及び野田市郷土博物館の職員の職
　名に関する規則の廃止）

3　次に掲げる規則は、廃止する。
　（1）　野田市郷土博物館協議会運営規則（昭和 34年野田市教育委員会
　　　規則第 2号）
　（2）　野田市郷土博物館の職員の職名に関する規則（平成元年野田市
　　　教育委員会規則第 13号）
　　　　附　則（平成19年12月28日野田市教育委員会規則第16号）
　この規則は、平成 20年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 20年 10月 1日野田市教育委員会規則第 6号）
　この規則は、平成 20年 12月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市教育委員会規則第 2号）
　この規則は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 23年 5月 26日野田市教育委員会規則第 6号抄）
　（施行期日）
1　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧教育委員会
　規則の様式の用紙については、当分の間、これを取り繕って使用する
　ことができる。

　　○野田市市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則
平成18年 12月 28日

野田市教育委員会規則第20号

　（趣旨）
第1条　この規則は、野田市市民会館の設置及び管理に関する条例（平
　成 18年野田市条例第 47号。以下「条例」という。）の施行に関し必要
　な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第2条　野田市市民会館（以下「市民会館」という。）の開館時間は、午前
　9時から午後 9時までとする。ただし、あらかじめ指定管理者が教育
　長の承認を得たときは、これを変更することができる。
　（休館日）
第3条　市民会館の休館日は、次のとおりとする。ただし、あらかじめ
　指定管理者が教育長の承認を得たときは、臨時に休館し、又は開館す
　ることができる。
　（1）　火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第　
　　　178号）に規定する休日に当たるときを除く。）
　（2）　12月 29日から翌年の 1月 3日までの日
　（平 19教委規則 16・一部改正）
　（利用の手続）
第4条　市民会館を利用しようとする者（以下「利用希望者」という。）は、
　野田市市民会館利用申請書（別記第 1号様式）を指定管理者に提出し、
　許可を受けなければならない。
2　前項の規定にかかわらず、利用希望者は、電話その他の方法により、
　指定管理者に次に掲げる事項を明らかにして利用の予約をすることが
　できる。
　（1）　利用する室名等
　（2）　利用する日時
　（3）　利用する目的
　（4）　利用する人数
　（5）　利用する備品、器具等
　（6）　前 5号に掲げるもののほか、必要な事項
3　前項の規定により予約をした者は、第 1項の申請書を提出したもの
　とみなす。
4　利用希望者は、利用しようとする日の 2月前から第 1項の申請書を
　提出し、又は第 2項の予約をすることができる。ただし、指定管理者
　が必要と認めるときは、この限りでない。
　（利用の許可）
第 5条　指定管理者は、市民会館の利用を許可したときは、野田市市
　民会館利用許可書兼領収書（別記第 2号様式）を利用料金と引き換え
　に利用希望者に交付するものとする。
　（利用の変更等）
第 6条　利用希望者は、市民会館の利用の内容を変更し、又は取りや
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　めようとするときは、あらかじめ指定管理者に届け出なければならな
　い。
　（利用料金の減免）
第7条　条例第 13条の規定による減免を受けようとする者は、野田市
　市民会館利用料金減免申請書（別記第 3号様式）を指定管理者に提出
　しなければならない。
　（減免の基準）
第8条　条例第 13条に規定する教育委員会規則で定める基準は、次の
　とおりとする。
　（1）　官公署が主催する諸行事及び会議等に利用する場合は、利用料
　　　金を免除する。
　（2）　前号に掲げるもののほか、指定管理者が利用料金を減免する必
　　　要があると認めるときは、教育長の承認を得てその都度定める額
　　　を減免することができる。
　（利用者の遵守事項）
第9条　利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。
　（1）　施設を損傷し、又は汚損しないこと。
　（2）　指定管理者の許可なく備品、器具等を利用し、又は移動しない
　　　こと。
　（3）　騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及
　　　ぼす行為をしないこと。
　（4）　前 3号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為を
　　　しないこと。
　（職員の立入り）
第10条　指定管理者は、市民会館の管理上必要と認めるときは、指定
　管理者の指定した職員を、利用している施設に立ち入らせることがで
　きる。
　（利用の制限）
第11条　指定管理者は、条例第 11条の規定により市民会館の利用を
　制限した場合は、野田市市民会館利用制限通知書（別記第 4号様式）
　を交付するものとする。
第12条　削除
　（平 21教委規則 2）
　（指定申請書等）
第13条　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
　（平成 21年野田市条例第 7号。以下「手続条例」という。）第 3条の申
　請書は、野田市市民会館指定管理者指定申請書（別記第 5号様式）と
　する。
2　手続条例第 3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおり
　とする。
　（1）　定款、規約その他これらに類する書類
　（2）　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書
　（3）　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報
　　　告書
　（4）　当該施設の管理に関する業務の収支予算書
　（5）　その他教育委員会が必要と認める書類
　（平 20教委規則 6・平 21教委規則 2・一部改正）
　（選定等の通知）
第 14条　教育委員会は、手続条例第 4条の規定による審査をしたと
　きは、その結果を野田市市民会館指定管理者選定結果通知書（別記第
　6号様式）により通知するものとする。
2　教育委員会は、手続条例第 5条の規定により指定管理者を指定した
　ときは、野田市市民会館指定管理者指定通知書（別記第 7号様式）に
　より通知するものとする。
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（業務報告書の記載事項）
第15条　手続条例第 10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載
　しなければならない。
　（1）　市民会館の管理の実施状況及び利用状況
　（2）　市民会館の管理に係る経費の収支状況
　（3）　前2号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認めた事項
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（委任）
第16条　この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。

　　　　附　則
　（施行期日）
1　この規則は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施
　行前においても、第 12条から第 14条までの規定の例によりするも
　のとする。
　　　　附　則（平成19年12月28日野田市教育委員会規則第16号）
　この規則は、平成 20年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 20年 10月 1日野田市教育委員会規則第 6号）
　この規則は、平成 20年 12月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市教育委員会規則第 2号）
　この規則は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 23年 5月 26日野田市教育委員会規則第 6号抄）
　（施行期日）
1　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧教育委員会
規則の様式の用紙については、当分の間、これを取り繕って使用するこ
とができる。

　　○野田市郷土博物館資料館外利用規程

　（趣旨）
第 1条　この規程は、野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
　施行規則（平成 18年野田市教育委員会規則第 19号）第 4条に規定す
　る野田市郷土博物館資料（以下「資料」という。）の館外利用について必
　要な事項を定めるものとする。
　（資料の館外利用の限度）
第2条　資料の館外貸出しは教育委員会の承認を得て指定管理者（野田
　市博物館の設置及び管理に関する条例（平成 18 年野田市条例第 48
　号）第 5条第 1項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）の定めた
　範囲で行うものとする。ただし、指定管理者は、資料を貸出ししたと
　きは博物館資料館外貸出し報告書（別記第 1号様式）により教育委員
　会に報告しなければならない。
　（利用者）
第3条　資料には次に掲げる教育機関及び教育団体等で教育、学術、
　文化に関する調査、研究又は普及の用に供することを目的とするもの
　に限り利用させるものとする。
　（1）　博物館
　（2）　学校及び公民館、図書館
　（3）　その他指定管理者が適当と認めたもの
　（貸出しの期間）
第4条　資料貸出しの期間は 15日以内とする。ただし、指定管理者が
　特別の事由があると認めたときは期間を延長することができる。
　（利用の手続き）
第 5条　資料の館外利用をしようとするものは博物館資料借用申込書
　（別記第 2号様式）を利用前 15日までに指定管理者に提出し、その承
　認を受けるものとする。
2　指定管理者は、前項の規定により承認した場合は、博物館資料館外
　貸出し承認通知書（別記第 3号様式）により利用者に通知するものと
　する。
3　前項に規定により承認を受けたものは博物館資料借用書（別記第 4
　号様式）を指定管理者に提出し、資料を借り受けるものとする。
　（経費の負担）
第6条　資料の館外利用に必要な経費は利用者の負担とする。
　（損害の弁償）
第 7条　利用者の責に帰すべき事由により、資料を汚損、き損又は滅
　失した場合は利用者は修理又は相当額を弁償しなければならない。
　　　　附　則
　この規程は平成 19年 4月 1日より施行する。
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３－５　施設の運営組織

　野田市郷土博物館と野田市市民会館は平成 19 年度より指定管理者であるNPO法人野田文化広場に
よって一体的に管理運営されている。NPO法人野田文化広場は平成 17 年設立（平成 17 年 5月法人格
認証）し、設立当初より「文化によるまちづくり」を掲げ、寺子屋講座、観月会、山中直治記念コンサー
トといったまちづくり事業、キャリアデザイン事業に取り組んできた。指定管理者として選定されてか
らは、従来のイベントは自主事業として継続しながら、新たに博物館企画事業委員会および博物館経営
委員会を組織し、野田市の承認を得た事業計画を元に郷土博物館・市民会館の指定管理事業の企画・実
施にあたっている。
　平成 24年度より、博物館と市民が直接対話する場を設け、市民からの意見を博物館運営の参考とす
ることを目的に、博物館懇談会を年間 2回（平成 24、25 年度までは 3回）開催している。多様な職業の
市民 5名に委員を務めていただき、博物館の事業について意見を聴き、運営の参考としている。議事録
は当館のホームページで公開している。

３－６　役員

理 事 長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事

古谷光裕
秋葉啓子
小林照男
須田敏男
染谷幸雄
中村政道
圓﨑直之

副理事長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
顧　　問

山本章裕
足立博志
下津谷達男
関根一男
髙梨綾子
土生谷博之
茂木佐平治

理事（事務局長）
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事

金山喜昭
石山啓二郎
神宮善太郎
染谷　慧
田中鐘一
皆川浩一

３－７　職員

館　　長
学 芸 員

関根一男
岩田明日香

学 芸 員
学 芸 員

柏女弘道
寺内健太郎

学 芸 員
事 務 員

大貫洋介
澁谷由梨子

３－８　博物館懇談会

委　　員
委　　員

生田武士
茂田井宏

委　　員
委　　員

宇佐見節子
米川幸克

委　　員 沼野秀樹

第 1回
第 2回

月　　日
9月 10 日（水）
3月 11 日（水）

内　　　　容
特別展「野田で生まれた漫画たち」について
市民コレクション展「劉勝彦さんの絵はがきコレクター人生」について 
平成27年度事業計画について
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